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酒田市立資料館 第231回企画展酒田市立資料館 第231回企画展

開館時間◆午前９時～午後４時３０分

入 館 料◆一般２００円、高校生９０円

　　　　　小中学生５０円（市内小中学生は土日無料） 

ありがとう45年 
未来へとつなぐ酒田の宝物 

扉の裏に本間光丘の名前が書いてある
御貸金方帳箪笥 ／明和 ４ 年 （1767）

酒田尋常高等小学校（現酒田市総合文化 センター）校庭での体操風景写真／明治後期

明治４１年 （1908）に酒田に電話が開通し、酒田郵便局内に
設けられた電話交換室を写した写真

鉄道開通を祝う 花火大会のプログラム／ 大正 ４年 （1915）
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★
中通り商店街

次回予告

ありがとう45年
未来へとつなぐ酒田の宝物
館蔵品展その３－人物資料－ 

令和５年８月５日（土）
        　～９月３０日（土）

◆JR酒田駅から庄内交通バス
　（約９分）「大通り商店街」下車
　徒歩１分
◆庄内空港からシャトルバス
（約30分）「中町」下車徒歩５分
◆日本海東北自動車道「酒田
　中央I.C」より約10分
　（駐車場あり）

〈アクセス〉

酒田
市役所 庄内空港方面↓

酒田駅方面↑

一方通行

中央分離帯
旧鐙屋

酒田
産業会館

本間家
旧本邸

酒田市立
資料館

酒田駅から車で5分、
大通り緑地裏手に
あります。

亀ヶ崎御城内之図／嘉永２年（1849）
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ありがとう45年 未来へとつなぐ酒田の宝物 
館蔵品展 その２－歴史資料－ 

　昭和５３年（１９７８）５月１８日に開館した酒田市立資料館も、令和５年
９月３０日をもって閉館することになりました。今後は、酒田市立光丘文庫と
ともに、歴史的公文書も合わせ郷土の資料を収集、保管、展示していく施設
として、令和６年度に酒田市総合文化センターの市立図書館跡に新たに開
館する計画となっております。 
　昭和５１年（１９７６）１０月２９日に発生した酒田大火は、中町の中心商
店街から出火し、新井田川まで２２.５ｈａ、１,７７４棟を焼き尽くす未曽有の
災害となりました。 
　当資料館は大火復興の記念として、その被災地跡にいち早く建設されまし
た。それ以前は、歴史的な資料を総合的に収集、保管、展示する施設がなく、
火災や生活様式の変化などで失われていく危険性もあることから、地元の歴
史や文化を伝える資料を後世に伝えていくことを目的に作られた施設です。 
開設以来、市民の皆様や研究者の方、小中高生・大学生などの学習や調査
の場としても親しまれ、利用されてきました。 
　この４５年間の入館者数は延べ３７万人となり、寄贈、寄託、購入によって
現在、約１３,０００件、６０,０００点余りの資料を収蔵しております。 
　収蔵資料は、当地域の歴史・民俗・産業・文化を紐解くための資料として
次世代にも残していかなければならない貴重な宝物です。当資料館では最
後の企画展となる本展では、｢その１－文化・娯楽資料－｣「その２－歴史資
料－」｢その３－人物資料－｣の３回に分けて、展示する機会の少なかった貴
重な資料を中心とした館蔵品を紹介します。 
　今回は、亀ヶ崎城時代の酒田の古絵図をはじめ、電灯の点灯、電話の開
通、鉄道敷設などにより近代化が進んだ明治以降の酒田の歴史を伝える資
料や古写真、明治～昭和の中心市街図などを展示します。 

展示関連イベント 

会 場／酒田市立資料館１階企画展示室 
料 金／無料（入館料別途必要） 
定 員／各１５名 
※駐車場に限りがありますので、申し込み時にお問い合わせください。 
申 込／６月８日から受け付けます。  
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１. 資料館調査員による展示解説
　　日時／６月２４日（土）午前１０時～ （１時間程度）
２. 昭和の酒田をスライドで見てみよう
　　日時／７月８日（土）
　　　　　①午前１１時～　②午後１時３０分～ （各回３０分）

日中戦争がはじまった 昭和１２年 
（1937） 、酒田から戦地に出征した 
人に贈られた、寄せ書き入りの日章旗

酒田上水道竣工の記念品として、
酒田の名工・ 斎藤兼吉が制作した
桐火鉢／昭和５年 （1930） ℡０２３４ - ２４ - ６５４４ 問


